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第 229 回 例会 

2018年 5月 16日 13:00～ 

■司  会 長谷川芳子例会運営・司会委員 

■斉  唱 我等の生業 

■出席報告 出席者数 29 名 / 43 名 

 出 席 率 67.44 % 

 前々回修正出席率 72.09 % 

■ゲ ス ト 
卓話者：特定非営利活動法人ぷくぷく

ばるーん理事 大谷由美子様 

■ビジター 

新井 RC 

直前ガバナー補佐 佐藤明臣様 

次年度幹事 乗木邦友様 

国際奉仕委員会、親睦委員会 呼格

吉勒（ふぐ・じれ）様 

ニコボックス 

〇 新井ロータリークラブ様より  （横尾良一会長） 

〇 新井ロータリークラブの皆様、ようこそアイリスへ!! 

本日はよろしくお願い致します。（藤谷猛会長） 

〇 麻生財務大臣セクハラ罪はないが個人でセクハラ
認定は認める。何をいっているのかわかりません。

安倍さんと二人三脚、もちつもたれつ（安井戦略

委員長） 

〇 新井ＲＣの皆様本日は遠路お車にてアイリスＲＣ
へようこそお越しいただきました。ボルジトさんが

出張の為お休みされていますが楽しんでいって

下さい。生田さんご紹介の大竹様本日は卓話を

ありがとうございます。どうぞ宜しくお願い申し上げ

ます。（深見礼子幹事） 

会 長 挨 拶 

みなさん、こんにちは。 

本日は、新潟県妙高市の新井ロータリークラブの

皆様をお迎えしての例会です。新井ロータリークラブ

の皆様、遠いところからお越し頂きありがとうございま

した。 

さて今日は、私たちコンピュータ業界で起こりつつ

ある最近の変化についてお話をさせて頂きたいと思

います。変化と申しましても昨今の流行り言葉になっ

ているＡＩなどの技術的な話ではありません。皆さん

は、サブスクリプションという言葉を聞いたことが御座

いますでしょうか？私たちの業界でのサブスクリプシ

ョンとは、ソフトウェアを買い取るのではなく、一定の

期間の権利及びサービスを購入する方法を指しま

す。ソフトウェアのサブスクリプションの場合、ソフトウ

ェア利用権や様々なサービスを受ける権利を、期間

を定めて購入するという契約となります。そのため会

計的にはソフトウェアを資産でなく経費として処理す

ることができる方式です。 

何だかややこしそうですが、ざっくり解釈すると、こ

れまで購入していた商品を月額いくらという形で使用

する権利を買うという形です。ユーザーにとっては小

さな月額金額で商品を利用できる便利な方法と言え

ますが、これが大問題です。 

日本では、モノを生産する企業から複数の問屋を

経由してユーザーの手に渡る流通経路があり、そこ

に関わるそれぞれの会社に利益を生むシステムが

長い歴史の中で構築されておりました。私たちは、そ

の仕組みの中で多くの会社が働き経済が成り立って

おりました。ところが最近定着し始めたサブスクリプシ

ョンでは、インターネットを介してメーカーからユーザ

ーへ直接商品がダウンロードされます。しかも料金を

払っている期間しかつかえません。無形のものを提

供するために商品の箱や印刷した説明書も一切必

要ありません。いわば生産者から直送で経費ゼロで

す。これにより利益率は 4倍程度に膨れ上がることに

なります。商品開発後の原価はゼロに限りなく近づ

いてゆきます。当然、これまで存在していた問屋や

店舗は一切必要なくなるのです。開発メーカーにす

れば経費と人件費を掛けず多くの利益を得る事が出

来ます。ユーザーも欲しいときに、その場でしかも小

さな金額でモノを手に入れる事が出来ます。良い事
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ばかりのようですが、働く場所、働く人が必要なくなり

一般の人々はどうなって行くのでしょうか。今や音楽

はネットからの配信でお店がなくなっています。その

音楽も購入してダウンロードする方式から月額を払っ

ている間だけ聞くことのできるサブスクリプションに間

もなく変わります。つまり購入した音楽は自分の PC

やスマホに残すことができなくなります。同様に

EXCEL や WORD などの商品もパソコン売り場から

姿を消そうとしています。 

形のない無形の商品である音楽や映画、ドラマ、ソフ

トウェアなどは何となく理解ができると思いますが、い

よいよ形のあるモノのサブスクリプションが始まろうと

しています。 

製造現場と違い、販売の現場ではとんでもない変

化が起ころうとしています。インターネットが登場して

からの歴史は浅いのですが世界の経済の仕組みを

一変させるような時期が来ているのかもしれません。

世界で起きている変化をいち早くとらえ、理解するこ

とが、ビジネスを明日へと繋ぐ武器かも知れないです

ね。 

私たちロータリークラブも数年前の規定審議会で

採択された内容のように大きな流れと変化を理解し、

受け入れて行かないと未来はないかもしれません。

これまでこうだったというような理解では、未来を破壊

してしまうでしょう。 

これからの時代、本当の意味での柔軟な理解が

必要かもしれません。 

会長挨拶を終わります。 

 

委員会報告 

■青少年奉仕委員会 

加藤委員長より青少年奉仕委員会の報告が詳しくあ

りました。

 

本日のゲストご挨拶 

新井ロータリークラブ会長 横尾良一様よりご挨拶

がありました。「これからも友情を深めていきましょう。

みなさんもぜひ新潟県妙高市にお越しください。」 

 

 
 

 
 

 


